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第 2 条　紀要の名称は，山形大学紀要（農学）［Bulletin of Yamagata 
University（Agricultural Science）］（以下「紀要」という。）とし，
































第10条　委員会は，原著論文については，1 編につき 2 人の審査員
に審査を依頼する。
































　（ 1 ） 　和文原稿は，原則としてワードプロセッサーを用いて，
A4 判の用紙に周囲約 3㎝の余白を残し，25 字× 21 行（4 枚
刷上がり 1 頁に相当）で印字する。審査終了後の原稿は電子
媒体で提出すること。
　（ 2 ） 　欧文原稿は，原則としてワードプロセッサーを用いて，
A4 判の用紙に周囲約 3㎝の余白を残 し，ダブルスペースで
印字する。審査終了後の原稿は電子媒体で提出すること。
3 ．原稿の記述
　（ 1 ） 　述語及び記号は，各専門分野の学会が選定したもの又は，
一般に慣用されているものを用い，特殊な用語やまぎらわし
い記号は使用しない。
　（ 2 ） 　数式や化学式は途中の演算や経過を省き，必要な結果のみ
を整理してわかりやすく書く。
　（ 3 ） 　各種単位は，国際単位システムを使用する。
　（ 4 ）　頁数は用紙下中央に記入する。





　　　 　執筆者の現在の所属が投稿時と異なる場合は，原稿第 1 頁














肉豚における Wet Feeding 法が肥育成績と 
体脂肪性状に及ぼす影響
（Wet Feeding 法による肉豚の肥育成績の効果）
高 橋 敏 能＊・小 林 　 満＊１）・萱 場 猛 夫＊・今 田 哲 雄＊＊
＊山形大学農学部食料生命環境学科安全農産物生産学コース・
＊＊山形県養豚試験場
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Effect of a Wet Feeding System on the Results of  
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of Adipose Tissue in Growing-Fattening Pig
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Summary
 A wet feeder to which 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Key words : 　　　  　　　  　　　  　　　  　　　 
      
1） 現在：秋田県大館農業改良普及センター（Akita Prefectural Oodate 
Agriculture Development Office, Oodate 017-0831, Japan）
キーワード：　　　  　　　  　　　  　　　  　　　














　（ 1 ） 　和文原稿：Summary の後に欧語キーワード，1 頁の脚注
に日本語キーワードを記載する。
　（ 2 ） 　欧文原稿：Summary の後に欧語キーワード，和文摘要の
後に日本語キーワードを記載する。
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　（ 1 ） 　表の罫線は最小限にとどめ，縦線は用いないことが望まし
い。斜線はさけ，各表の上欄に表番号（表 1，表 2 等）と簡
明な表題をつける。
　（ 2 ） 　図は原則として，図中の文字，数字，軸の説明も含めてコ
ンピュータソフトウェアで作成し，そのまま製版可能なよう
にする。
　各図の説明は，別紙にまとめて図番号（図 1，図 2 等）と
説明文を書いてもよい。





（平成 27 年 5 月 21 日　農学編編集委員会）
